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一
、
は
じ
め
に

　
『
弥
生
日
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
卓
池
や
秋
挙
の
風
雅
な
旅
の
足
取
り
を
辿
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日
に
実
地
踏

査
を
行
っ
た
。
実
施
踏
査
す
る
に
あ
た
り
着
目
し
た
の
は
、『
弥
生
日
記
』
冒
頭
の
「
花
、
も
の
い
は
ね
ど
よ
く
人
を
と
ゞ
む
。
そ
の
と
ゞ

め
ら
る
ゝ
花
を
こ
そ
た
づ
ね
め
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
卓
池
ら
が
花
見
を
す
る
た
め
の
風
雅
な
旅
を
し
た
と
考
え
、
そ

の
足
取
り
を
辿
っ
た
。
踏
査
後
、『
弥
生
日
記
』
本
文
の
記
述
・
江
戸
時
代
の
絵
図
・
現
代
の
航
空
写
真
・
そ
し
て
実
地
踏
査
の
折
に
撮
影

し
た
写
真
を
併
せ
て
、
彼
ら
が
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
道
筋
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
わ
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
道
筋
と
そ
の
地
の
様
子
を
本

稿
で
は
紹
介
す
る
。
今
回
踏
査
を
行
っ
た
の
は
、
八
橋
（
無
量
寿
寺
）、
衣
の
里
（
挙
母
神
社
）、
花
園
山
（
村
積
山
）
の
三
か
所
で
あ
る
。

な
お
、
文
中
の
図
は
平
成
二
十
五
年
度
図
書
館
貴
重
書
講
演
会
で
使
用
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
像
で
あ
る
。
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二
、
八
橋
、
無
量
寿
寺

　
『
弥
生
日
記
』
の
冒
頭
の
中
に
は
、「
ま
づ
八
橋
の
沢
辺
に
さ
ま
よ
ひ
き
て
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
を
頼
り
に
最
初
は
八
橋
に

赴
い
た
（
図
1
）。
こ
の
記
述
に
登
場
す
る
「
八
橋
」
は
有
名
な
歌
枕
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
在
原
業
平
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
詠
ん
だ
、
か
き

つ
ば
た
の
花
の
「
か
」「
き
」「
つ
」「
ば
」「
た
」
の
五
文
字
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
で
あ
る
「
唐
衣
着
つ
つ
な
れ
に
し
妻
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
来

ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ
」
が
詠
ま
れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
『
伊
勢
物
語
』
九
段
に
見
ら
れ
、
八
橋
に
咲
く
カ
キ
ツ
バ

タ
が
愛
知
県
の
県
の
花
と
指
定
さ
れ
た
り
、
愛
知
県
立
大
学
の
学
章
が
カ
キ
ツ
バ
タ
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
こ
の
逸
話
に
よ
る
。

　

こ
の
記
述
か
ら
、
卓
池
ら
が
は
じ
め
に
無
量
寿
寺
の
周
辺
を
散
策
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
無
量
寿
寺
は
、
愛
知
県
知
立
市
・
名
鉄
三

河
八
橋
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
杜
若
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
寺
で
あ
る
。
卓
池
ら
が
散
策
を
し
た
季
節
は
春
で
あ
る
た
め
、
歌
枕

「
八
橋
」
の
情
趣
に
加
え
、
桜
の
咲
く
春
の
風
情
を
も
味
わ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
無
量
寿
寺
に
は
、「
か
き
つ
ば
た
我
に
発
句
の
思
ひ
あ
り
」
と
い
う
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
る
（
図
2
）。

　

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
四
月
四
日
、
現
在
の
名
古
屋
市
緑
区
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
弟
子
の
邸
宅
で
連
句
の
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の

会
に
芭
蕉
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
句
は
そ
の
時
に
発
句
を
勧
め
ら
れ
て
詠
ん
だ
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
発
句
に
は
、
歌
を
詠
ん
だ
時
の

季
節
を
表
す
語
を
詠
み
こ
む
約
束
が
あ
り
、
こ
の
句
の
場
合
は
夏
の
語
句
「
杜
若
」
が
そ
の
語
句
に
当
た
る
。
芭
蕉
の
、
俳
諧
に
対
す
る
自

信
と
気
概
に
満
ち
た
こ
の
句
は
、
初
句
「
か
き
つ
ば
た
」
に
よ
っ
て
、
折
句
の
歌
を
詠
ん
だ
平
安
の
業
平
と
、
芭
蕉
の
姿
と
が
重
な
る
句
と

も
捉
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
句
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
か
き
つ
ば
た
の
名
所
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
、
こ
の
地
に
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
で
あ
る
た
め
、
卓
池
ら
が
八
橋
を
訪
れ
た
時
に
は
す
で
に
こ
の
句
碑

は
あ
り
、
当
然
こ
の
句
碑
を
見
て
い
た
も
の
と
言
え
る
。
卓
池
た
ち
は
、
八
橋
の
風
情
を
、
芭
蕉
句
碑
か
ら
も
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
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（図 1）

（図 2）
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無
量
寿
寺
に
は
卓
池
の
句
碑
（
図
3
）
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。
風
化

し
て
い
て
読
み
づ
ら
い
が
、「
青
々
卓
池
」
と
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
句
碑
に
は
、「
鳩
の
啼
く
樹
は
遥
か
な
り
杜
若
」
と
い
う
句
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
陰
暦
五
月
の
こ
ろ
、
八
橋
の
地
に
咲
い
て
い
る
杜
若
を

見
て
い
る
と
、
遠
く
の
木
の
あ
た
り
か
ら
鳩
の
鳴
く
声
が
す
る
、
と
い

う
情
景
が
詠
ま
れ
た
句
で
あ
る
。

　

鳩
の
鳴
き
声
か
ら
は
、
藤
原
良
経
の
正
治
初
度
百
首
歌
「
夕
ま
ぐ
れ

小
高
き
森
に
住
む
鳩
の
一
人
友
呼
ぶ
声
ぞ
さ
び
し
き
」
と
い
う
和
歌
が

想
起
さ
れ
、
物
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
す
。
卓
池
ら
は
お
そ
ら
く

良
経
の
こ
の
歌
を
知
っ
て
お
り
、
杜
若
と
と
も
に
句
に
詠
み
込
む
こ
と

で
、
幽
遠
な
情
景
を
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

卓
池
の
来
歴
を
調
べ
る
と
、
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
彼
は
二
度
こ
の
八
橋
を
訪
れ
て
い
る
。
一
度
目
は
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）、
二
度
目
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
で
あ
り
、
二
度
目

の
訪
問
が
『
弥
生
日
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
句
碑
は
、
卓
池
が
病
没
し
た
年
に
、
弟
子
の
山
本
翠
錦
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
句
碑
の
裏
側
に
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
現

在
は
風
化
が
進
み
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
句
碑

は
、
生
前
の
業
績
を
讃
え
て
建
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た

年
の
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卓
池
の
俳
人
と
し
て
の
実
力

（図 3）
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と
、
弟
子
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

無
量
寿
寺
の
そ
ば
に
は
現
在
鎌
倉
街
道
と
呼
ば
れ
る
旧
東
海
道
が

通
っ
て
お
り
、
そ
の
街
道
筋
に
あ
る
「
根
上
が
り
松
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
（
図
4
）。
こ
の
付
近
に
は
業
平
塚
な
ど
の
史
跡
が
残
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
て
の
鎌
倉
街
道
の
風
情
が
今
に
残
る
場
所
で
も
あ
る
。

三
、
衣
の
里
、
挙
母
神
社

　

続
い
て
踏
査
へ
行
っ
た
の
は
、
挙
母
神
社
で
あ
る
（
図
5
）。『
弥
生

日
記
』
冒
頭
に
「
あ
か
ぬ
衣
の
里
に
一
夜
袖
か
た
し
き
て
」
と
い
う
記

述
が
あ
り
、
卓
池
ら
は
八
橋
を
見
た
後
、
衣
の
里
、
つ
ま
り
豊
田
市
を

訪
れ
て
一
晩
過
ご
し
て
い
る
。「
衣
の
里
」
は
花
の
名
所
と
さ
れ
て
お

り
、『
夫
木
和
歌
抄
』
に
は
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
源
具
氏
に

よ
っ
て
詠
ま
れ
た
、「
た
ち
か
へ
り
猶
見
て
ゆ
か
む
桜
花
こ
ろ
も
の
里

に
匂
ふ
さ
か
り
は
」と
い
う
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
里
花
」を
題
に
、

衣
の
里
の
桜
が
満
開
の
時
に
は
、
や
は
り
立
ち
戻
っ
て
で
も
訪
れ
て
見

て
い
こ
う
、
と
詠
む
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
知
る
室
町
時
代
の
旅
人
た

ち
の
紀
行
文
に
は
、
東
海
道
を
下
り
、
三
河
国
に
至
る
あ
た
り
で
、
桜

の
花
の
名
所
の
「
衣
の
里
」
は
こ
の
あ
た
り
か
と
そ
の
名
を
な
つ
か
し

ん
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（図 4）
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『
弥
生
日
記
』
に
は
、
衣
の
里
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
詳
し
い
記
述

が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
具
体
的
に
ど
の
辺
り
を
訪
れ
た
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
衣
の
里
の
中
心
地
に
あ
る
挙
母
神
社
に
参
拝
し
た
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

挙
母
神
社
に
は
「
匂
い
桜
」
と
い
う
非
常
に
香
り
が
良
い
と
言
わ
れ

る
桜
と
、
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
る
（
図
6
）。
句
碑
に
は
、「
木
の
も
と
に

汁
も
鱠
も
桜
か
な
」
と
刻
ま
れ
、桜
の
木
の
下
で
花
見
を
し
て
い
る
と
、

花
見
の
料
理
に
も
花
び
ら
が
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
落
ち
て
き
て
、
春
も
た

け
な
わ
で
あ
る
、
と
い
う
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
句
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
三
月
二
日
、
伊
賀
の
国
、

洒
堂
と
い
う
弟
子
の
邸
宅
で
開
か
れ
た
「
花
見
の
歌
仙
」
と
い
う
連
句

の
発
句
で
あ
り
、
芭
蕉
が
実
際
に
挙
母
神
社
を
訪
れ
て
詠
ん
だ
句
で
は

な
い
。

　

桜
の
句
と
言
え
ば
こ
の
句
と
言
え
る
ほ
ど
有
名
な
句
で
あ
り
、
愛
知

県
内
に
は
岡
崎
城
と
半
田
に
同
じ
句
の
句
碑
が
あ
る
。
挙
母
神
社
も

「
匂
い
桜
」
の
木
に
ち
な
み
、
桜
が
詠
み
こ
ま
れ
た
こ
の
句
を
句
碑
に

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
八
九
）
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、『
弥
生
日
記
』
が
書
か
れ
る
以
前

か
ら
あ
っ
た
た
め
、
卓
池
が
挙
母
神
社
を
訪
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
こ
の

句
碑
を
見
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
句
碑
は
当

（図 5）
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時
桜
の
木
の
根
元
に
置
か
れ
、
草
に
埋
も
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
写

真
に
あ
る
台
座
が
創
ら
れ
た
の
は
、大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
言
う
。

四
、
花
園
山

　

八
橋
、
衣
の
里
を
見
た
卓
池
ら
は
、
最
後
に
花
園
山
を
訪
れ
る
。
花

園
山
は
、
挙
母
神
社
か
ら
矢
作
川
沿
い
に
南
下
し
、
岡
崎
市
に
入
っ
た

先
に
あ
る
。

　
「
花
園
山
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
持
統
上
皇
が
三
河
行
幸
で
こ
の
地

を
訪
れ
た
際
、
そ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
現
在
の

山
の
名
前
は
村
積
山
と
言
う
。
持
統
上
皇
の
三
河
行
幸
に
つ
い
て
は

『
続
日
本
紀
』
に
記
述
が
見
ら
れ
、『
万
葉
集
』
に
そ
の
時
詠
ん
だ
と
さ

れ
る
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
私
撰
集
『
続
詞
花

和
歌
集
』、
鎌
倉
時
代
に
歌
枕
を
国
別
に
分
け
て
記
し
た
歌
書
『
歌
枕

名
寄
』
に
も
、
三
河
国
の
歌
枕
と
し
て
「
花
園
山
」
が
あ
り
、
名
前
に

ち
な
ん
だ
和
歌
が
見
ら
れ
る
。

　

卓
池
ら
は
こ
の
花
園
山
の
麓
で
三
週
間
余
を
過
ご
し
た
の
だ
が
、
一

体
ど
の
辺
り
に
滞
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
三
河
の
国
の
絵
図
（
図
8
）
に
は
村
積
山
も

描
か
れ
て
お
り
、
山
頂
の
村
積
神
社
と
、
下
社
と
思
わ
れ
る
鳥
居
も
描

（図 6）
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（図 7）

（図 8）



31

か
れ
て
い
る
。
山
の
北
側
に
は
奥
殿
、
桑
原
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
南
側

に
は
奥
山
田
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
位
置
関
係
は
、
現
在
と

ほ
ぼ
同
じ
と
思
わ
れ
る
。

　

上
空
か
ら
見
た
村
積
山
付
近
の
写
真
（
図
9
）
の
右
下
の
赤
線
で
囲
ま

れ
た
と
こ
ろ
が
村
積
山
で
あ
り
、
北
側
の
桑
原
神
社
の
あ
る
辺
り
が
昔
の

桑
原
村
、
南
側
に
は
奥
山
田
町
が
あ
る
。
こ
の
奥
山
田
町
に
は
、
樹
齢

一
三
〇
〇
年
に
も
な
る
枝
垂
桜
が
あ
り
、
持
統
上
皇
自
ら
が
植
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
卓
池
た
ち
は
こ
の
桜
を
見
に
来
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

花
園
山
周
辺
で
私
た
ち
が
ま
ず
見
に
行
っ
た
の
は
、
村
積
山
の
北
側
、

奥
殿
陣
屋
で
あ
る
。

　

奥
殿
陣
屋
は
、
江
戸
時
代
に
奥
殿
藩
の
藩
士
や
役
人
が
勤
務
し
た
施
設

で
あ
る
。
藩
主
の
住
居
や
御
殿
、
書
院
、
学
問
所
、
道
場
な
ど
も
あ
っ
た
。

　

奥
殿
藩
が
で
き
た
の
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
で
あ
る
が
、地
理
的
・

財
政
的
な
問
題
か
ら
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
信
濃
国
・
田
野
口
村

へ
の
移
転
が
始
ま
っ
た
。
今
で
は
石
垣
と
お
屋
敷
の
一
部
の
み
が
残
っ
て

い
る
。
現
在
、
観
光
施
設
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
奥
殿
陣
屋
は
、
江
戸

時
代
の
陣
屋
の
建
物
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
卓
池
が
こ
の
地
を
訪
れ

た
当
時
は
、
ま
だ
陣
屋
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
場
所
替
え

が
行
わ
れ
た
。

（図 9）　※Google マップ
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（図 10）

（図 11）
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最
後
に
、
村
積
山
の
南
側
、
村
積
神
社
の
下
社
に
も
足
を
運
ん
だ
。

　
『
弥
生
日
記
』
本
文
の
中
に
「
麗
中
よ
し
あ
り
て
桑
原
と
い
ふ
所
ま

で
来
た
り
し
と
て
、
花
園
山
を
越
て
朝
と
く
訪
ふ
」
と
い
う
記
述
が
見

ら
れ
る
。

　

麗
中
と
い
う
弟
子
が
桑
原
を
訪
れ
、
花
園
山
を
越
え
て
卓
池
に
会
い

に
来
た
、
と
言
う
。
桑
原
町
は
山
の
北
側
に
あ
る
た
め
、
こ
の
記
述
か

ら
は
、
卓
池
ら
が
滞
在
し
て
い
た
の
は
村
積
山
の
南
側
で
は
な
い
か
と

い
う
推
測
が
で
き
る
。
ま
た
、
岡
崎
の
方
か
ら
卓
池
を
訪
ね
て
来
た
弟

子
が
、
そ
の
道
す
が
ら
、
真
福
寺
に
て
「
人
に
つ
い
て
鴉
も
来
し
や
花

の
奥
」
と
い
う
句
を
詠
ん
で
い
る
（
図
12
）。

　

な
お
、
図
13
は
本
学
図
書
館
所
蔵
『
三
河
国
絵
図
』
で
あ
る
。
前
出

の
図
8
及
び
図
12
は
、
こ
の
図
13
の
一
部
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

　

以
上
が
今
回
実
地
踏
査
で
見
て
き
た
卓
池
た
ち
の
旅
路
で
あ
る
。
調

査
の
結
果
、
卓
池
た
ち
が
八
橋
、
衣
の
里
を
訪
ね
た
後
、
村
積
山
の
南

側
に
滞
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。『
弥
生
日
記
』

に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
弟
子
の
来
訪
記
録
や
地
名
が
見
ら
れ
、

足
助
か
ら
弟
子
が
訪
ね
て
来
た
こ
と
や
、
新
城
か
ら
文
が
届
い
た
こ
と

（図 12）
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が
読
み
取
れ
る
。
現
在
ま
だ
読
み
進
め
て
い
る
最
中
で

あ
る
が
、
卓
池
ら
三
河
の
俳
人
た
ち
の
交
流
の
様
子
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
資
料
と
言
え
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
図
書
館
貴
重
書
講
演
会
に

お
い
て
発
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
作
成
し
た
。

　

伊
藤
伸
江
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
指

導
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（図 13）
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『
弥
生
日
記
』
実
地
踏
査(

文
字
文
化
財
研
究
所
事
業)

報
告
書

 

伊
藤
伸
江

【
踏
査
日
時
】

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日
（
日
）　

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
四
十
分

【
踏
査
内
容
】

県
大
所
蔵
古
俳
書
『
弥
生
日
記
』
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
り
、
図
書
館
で
の
講
演
会
、
展
示
、
研
究
会
用
に
資
料
写
真
を
撮
影
し
た
。

『
弥
生
日
記
』
冒
頭
部
分
「
〜
花
を
こ
そ
た
づ
ね
め
と
、
ま
づ
八
橋
の
沢
辺
に
さ
ま
よ
ひ
き
て
、
あ
か
ぬ
衣
の
里
に
一
夜
袖
か
た
し
き
て
、

霞
か
く
れ
の
岨
道
づ
た
ひ
に
、
花
園
山
の
麓
に
出
て
や
す
ら
ふ
」
の
、
文
章
理
解
を
実
地
探
索
か
ら
な
し
た
。
途
中
、
東
海
道
、
鎌
倉
街
道
、

飯
田
街
道
、
足
助
街
道
な
ど
の
古
道
も
意
識
し
、
当
時
の
俳
人
の
た
ど
っ
た
経
路
を
考
察
し
た
。

【
目
的
地
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

① 

無
量
寿
寺
（
知
立
市
八
橋
町
に
あ
る
八
橋
史
跡
の
中
心
の
寺
・
芭
蕉
句
碑
・
卓
池
句
碑
等
撮
影
）

（
十
時
十
五
分
着
〜
十
一
時
三
十
分
発
）

 

←

② 

無
量
寿
寺
近
辺
の
鎌
倉
街
道
の
史
跡
（
街
道
の
根
上
が
り
の
松
・
在
原
寺
等
撮
影
）

（
十
一
時
三
十
分
着
〜
十
一
時
四
十
五
分
発
）

 

←

③
挙
母
神
社
（
矢
作
川
近
く
の
衣
の
里
の
中
心
地
・
樹
齢
六
五
〇
年
の
大
楠
）

（
十
二
時
十
五
分
着
〜
一
時
発
、
昼
食
）

 

←

（
飯
田
街
道
か
ら
矢
作
川
沿
い
に
南
下
、
川
の
大
き
さ
や
道
筋
を
体
感
）
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←

④
村
積
山
（
花
園
山
）
北
麓
、「
花
園
の
里
」
奥
殿
陣
屋  

熊
野
神
社

（
弥
生
日
記
文
中
「
桑
原
」
と
で
る
桑
原
町
側
（
西
）
か
ら
到
着
、
北
麓
か
ら
の
景
観
を
体
感
し
、
山
の
姿
を
観
察
す
る
。）

（
三
時
着
〜
四
時
十
五
分
発
）

 

←

⑤
村
積
山
（
花
園
山
）
南
麓
、
村
積
神
社
下
社

（
南
麓
か
ら
の
景
観
を
体
感
し
、
山
へ
の
登
山
道
を
少
し
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
神
社
撮
影
、「
東
の
方
へ
出
れ
ば
平
原
あ
り
」
と
の
記

述
に
留
意
し
、
東
方
に
至
る
道
も
め
ぐ
っ
た
。）

（
五
時
着
〜
五
時
四
十
分
発
、
そ
の
ま
ま
流
れ
解
散
）

【
参
加
者
】

教
員　

伊
藤
伸
江

院
生　

名
倉
ミ
サ
子
（
車
）、
足
立
絵
里
奈
（
車
）、
加
藤
彩
、
加
藤
華
、
井
上
麻
美
、
美
濃
羽
紘
子




